
【重要なお知らせ】 

⾻密度測定機器(DEXA)の導⼊時期について 

⽇頃より、いばらき整形外科クリニックにご期待いただきありがとうございます。 

9 ⽉ 1 ⽇の開院にあたり、皆様に⾼精度な検査・診療をご提供できるよう準備を進めてまいりま

したが、当院で導⼊を予定しております⾻密度測定機器「DEXA(デキサ)」につきまして、海外

の製造⼯場で発⽣した⽕災の影響により、納品が 9 ⽉末から 10 ⽉頃へ遅れる⾒込みとなりまし

た。ご迷惑をおかけしますことを、⼼よりお詫び申し上げます。 

簡易的な代替機器ではなく、DEXA の到着をお待ちする理由 

納品が遅れる間、⼀時的に簡易的な検査機器を導⼊することも検討いたしました。しかし当院で

は、以下の 2 つの理由から、あえてそれを⾏わず、DEXA の到着をお待ちする決断をいたしまし

た。 

① ⾻粗鬆症の診断に最も適した部位を、正確に測定するため 

⾻粗鬆症の診療ガイドラインでは、⾻折しやすく寝たきりの原因にもなりやすい「腰の⾻(腰椎)」

と「太もものつけ根(⼤腿⾻)」を測定することが強く推奨されています。⼿や⾜の⾻を超⾳波で

測る簡易検査では、これらの重要な部位の変化を⾒落としてしまう可能性があります。当院では、

開院当初から精度の⾼い検査を受けていただきたいと考えております。 

② 今後何年にもわたり、同じ機器で経過を⾒続けるため 

⾻密度は、⼀度測って終わりではなく、「同じ機器で定期的に測り続けること」で、治療の効果

を正確に判断できます。途中で機器が変わると、機器ごとのわずかな測定誤差により、⾻が本当

に強くなっているかどうかの判断が難しくなることがあります。皆様の 10 年後、20 年後の⾻の

健康を⾒守っていくためにも、最初から同じ機種でデータを積み重ねていきたいと考えておりま

す。 

開院当初はご不便をおかけいたしますが 

開院から約 1 ヶ⽉間、⾻密度検査をお待たせすることになり、⼤変⼼苦しく思っております。し

かし、これも皆様の将来の健康のためを思っての判断です。何卒ご理解を賜りますようお願い申

し上げます。 
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